
乳腺外科

◼ 外来担当医 （2026年4月1日現在）

※お急ぎの際は直接ご連絡ください．
上記に関わらず対応いたします．

外来受診について（FAX予約の方法）

返信された予約申込票の内容を患者さんに
お伝えください．

30分以内に予約日時を
返信いたします．

平日 8:30-17:15    外科外来 088-633-7136
夜間・休日         時間外受付 088-633-9211

乳腺外科では乳腺疾患における治療を担当しており，診療ガイドラインに準拠した乳癌治療を中心に，葉状腫瘍，線維腺腫，
乳頭腫などの乳房腫瘤手術も行っています．また大学病院としての使命である研究機関や乳腺専門医育成の教育機関として
の責任も果たすことができるよう研鑽を重ねております．

診療体制
5名の乳腺専門医を中心に計7名のスタッフで診療を行っています．毎週放射線科医，超音波センタースタッフを交えたカンファレンスを
開催するとともに，形成外科，ゲノム医療センター，産科婦人科，病理部，緩和ケアセンターとも連携しながら，より良い治療が提
示・提供できるよう心がけています．

手術実績
2025年 乳腺外科手術 299 例 （うち新規乳癌手術 265例）

治療方針
標準治療の提供を基本とし，患者さんにとって有益と考えられる先進医療は積極的に取り入れるようにしています．当科で扱う主な疾
患の治療方針については，当科ホームページ(https://www.tksbizan.com/)の乳腺外科の案内もご参照ください．

◼ 早期乳癌の治療：早期乳癌に対し，整容性の高いラジオ波焼灼療法を行うことができます．
◼ 進行乳癌の治療：サブタイプや病期によっては術前化学療法が望ましい場合もあります．
患者さんの病態に応じ，エビデンスに基づいた治療戦略の提案に努めています．

◼ 再発乳癌の治療：病状，治療効果と患者さんの希望を考え合わせて，内分泌療法，化学療法，
放射線治療等を行います．緩和ケアチームの介入により疼痛コントロールや精神的なサポートを含めた
治療環境を提供しています．

◼ 遺伝性乳癌：ゲノム医療センターや他科と連携しながら，遺伝性乳癌の診断，治療，検査をしています．
◼ 妊孕性温存：産科婦人科医師と連携をとり，治療を進めながら妊孕性温存についても検討します．
◼ その他：乳房の微細石灰化に対してマンモグラフィーを使用したステレオガイド下マンモトーム生検を行い
悪性所見の有無について診断しています．

対象疾患 乳癌，パジェット病，葉状腫瘍，線維腺腫，化膿性乳腺炎(膿瘍)，その他乳房腫瘤など

笹 聡一郎
2011年 高知大卒
外科専門医
乳腺専門医
がん治療認定医
検診マンモグラフィ読影認定医
乳がん検診超音波検査実施・判断医
乳房再建用エキスパンダー/インプラント責任医師
乳癌学会評議員
乳癌検診学会評議員

井上 寛章
2008年 徳島大卒
外科専門医・指導医
乳腺専門医・指導医
がん治療認定医
検診マンモグラフィ読影認定医
乳がん検診超音波検査実施・判断医
乳房再建用エキスパンダー/インプラント責任医師
乳癌学会評議員
乳癌検診学会評議員

三崎 万理子
2009年 徳島大卒
外科専門医
乳腺専門医
内分泌外科専門医

・指導医
甲状腺学会専門医
がん薬物療法専門医・指導医
がん治療認定医
内分泌外科学会評議員
甲状腺・副甲状腺内視鏡手術指導医

月 火 水 木 金

午前
井上寛章
笹 聡一郎
行重佐和香

井上寛章
乾 友浩
竹原恵美

午後

井上寛章
三崎万理子
森下敦司
行重佐和香

井上寛章
乾 友浩

行重 佐和香
2015年 徳島大卒
外科専門医
乳腺専門医
遺伝性腫瘍専門医
がん治療認定医
検診マンモグラフィ読影認定医
乳がん検診超音波検査実施・判断医
乳房再建用エキスパンダー/インプラント責任医師

徳島大学病院HPから【医療関係者の方(患者紹介のご案内)】
→【患者のご紹介について】FAX予約票等各種様式と
進み，FAX予約申込票をダウンロードし，必要事項を
ご記入ください．

すマ第１２－４１号

予約センター（患者支援センター内）
（0120-335-979) へFAXしてください．

FAX受付時間：平日 9時～17時

乾 友浩
2013年 徳島大卒
外科専門医
乳腺専門医
乳がん検診超音波検査実施・判断医
検診マンモグラフィ読影認定医
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